
第３８１回 鳥取海区漁業調整委員会議事録 

    

１ 日 時 令和３年６月８日（火）午後２時から午後３時まで 

 

２ 場 所 ウェブ会議 

 

３ 出席者 委 員：佐々木委員、板倉委員、山根委員、朝日田委員、灘本委員、井本委員、 

近廻委員、浜尾委員、永田委員 

鳥取県：國米水産振興局長、松田水産課調整係長、志村境港水産事務所係長 

事務局：細本事務局長、山本次長、永島主事、吉村主事、足立主事 

４ 議事 

（１）鳥取県資源管理方針の一部変更（さば追加）について（諮問） 

（２）令和３管理年度の特定水産資源さばの漁獲可能量について（諮問） 

（３）令和３管理年度の特定水産資源くろまぐろの漁獲可能量変更について 

（報告・諮問） 

（４）知事許可漁業の許可に係る制限措置及び申請期間の公示並びに許可の有効期間について

（諮問） 

（５）漁業の許可又は起業の認可に関する取扱方針の一部改正について（協議） 

（６）日本海・九州西広域漁業調整委員会委員の互選について(協議) 

 

５ 議事の経過及び結果 

細本事務局長が開会を宣言し、板倉会長の挨拶の後、議事に入った。議事録署名委員は会長よ

り灘本委員と朝日田委員に指名された。 

 

議事１ 鳥取県資源管理方針の一部変更（さば追加）について（諮問） 

 

〔原案に同意する旨決議された。〕 

 

 松田係長が資料１に基づき説明した。 

 

〔板倉会長〕さばの資源管理を行っていくということで、鳥取県の資源管理方針に「さば」を加

えるということでございます。先ほど説明のあった資源管理方法について、ご質問、意見は

ございますでしょうか。 

〔板倉会長〕さばの漁獲可能量は定めるのでしょうか。 

〔松田係長〕はい。本日定めるようにしています。次の議題で諮問させてもらいます。 

〔板倉会長〕分かりました。その他ご質問等ありませんか。 

〔全委員〕なし。 



〔板倉会長〕では、議題１について、事務局の案に同意するということで、答申させていただき

ます。 

 

議事２ 令和３管理年度の特定水産資源さばの漁獲可能量について（諮問） 

 

〔原案に同意する旨決議された。〕 

 

 松田係長が資料２に基づき説明した。 

 

〔板倉会長〕さばについては、明確に何トンと漁獲可能量を設けないということでございます。

先ほどの説明について、ご質問、意見はございますでしょうか。 

〔全委員〕なし。 

〔板倉会長〕分かりました。議題２について、事務局の案に同意するということで、答申させて

いただきます。 

 

議事３ 令和３管理年度の特定水産資源くろまぐろの漁獲可能量変更について（報告・諮問） 

 

〔原案に同意する旨決議された。〕 

 

永島主事が資料３に基づき説明した。 

 

〔板倉会長〕先ほどの説明について、ご質問、意見はございますでしょうか。 

〔山根委員〕はい、異議ございません。 

〔板倉会長〕異議なしということで、事務局の案に同意するということで、答申させていただき

ます。 

 

議事４ 知事許可漁業の許可に係る制限措置及び申請期間の公示並びに許可の有効期間について

（諮問） 

 

〔原案に同意する旨決議された。〕 

 

吉村主事が資料４に基づき説明した。 

 

〔板倉会長〕新規の許可ができるようにとのことであります。先ほどの説明に対して、ご質問、

ご意見があればよろしくお願いします。朝日田委員よいですか。 

〔朝日田委員〕はい。よいと思います。 

〔板倉会長〕分かりました。他の委員さんもよろしいでしょうか。 



〔全委員〕なし。 

〔板倉委員〕議題４について、事務局の案に同意するということで、答申させていただきます。 

 

議事５ 漁業の許可又は起業の認可に関する取扱方針の一部改正について（協議） 

 

〔原案に同意する旨決議された。〕 

 

 吉村主事が資料５に基づき説明した。 

 

〔板倉会長〕先ほどの公示する新規許可ができるように操業区域などを定めるということであり

ます。御来屋の灘本委員いかがでしょうか。 

〔灘本委員〕問題ありません。 

〔板倉委員〕それでは、議題５について、事務局の案に同意するということでよろしいでしょう

か。 

〔全委員〕なし。 

〔板倉委員〕事務局の案に同意するということで、答申させていただきます。 

 

議事６ 日本海・九州西広域漁業調整委員会委員の互選について(協議) 

 

〔朝日田委員が互選された。〕 

 

 永島主事が資料６に基づき説明した。 

 

〔板倉会長〕現在の広域漁業調整委員会委員の立場から言わせてもらうと、アカガレイやズワイ

ガニなどの資源管理のことも議論しておりますけれども、沖底船の漁獲対象種に関する議論

は、因但会議であったり、全底の協議会で取り決めがされているところです。沖合漁業から

の意見というよりも沿岸漁業者の意見を伝えるようにした方がいいと思う。 

  最近は、クロマグロの資源管理について議論されているので、朝日田委員はどうか。 

〔朝日田委員〕よいですよ。 

〔板倉会長〕それでは、朝日田委員よろしくお願いします。 

 

６ その他 

なし。 

 

７ 閉 会 

〔細本事務局長〕これで、委員会終了をさせていただきます。ありがとうございました。 

 



    令和３年６月８日 

         

 

               議長会長   

    

     

               署名委員   

     

     

               署名委員   


